
欧州環境庁とEsri社、業務提
携契約を交わす

欧州環境庁（EEA）は欧州連合（EU）の
直属機関として、加盟国が環境政策を
検討する際の基礎資料となる、ヨーロッ
パ諸国の環境と経済活動のGISデータ
を整備、提供している。これらのデータ
は、EEA独自のクラウドネットワークであ
る「Eionet」にて公開される。この仕組み
は、国、自治体の決裁権者だけでなく、企

業や科学者によるGISデータの閲覧や分
析を可能にし、それぞれの地理環境情報
の共有の場となっている。現在では32の
加盟国と、6つの協力国をはじめとする約
450団体が参加し、様々な場面で活用さ
れている。

Esri社は、EEAの国境を越えた環境情
報共有をArcGISで技術的に支えてきた
が、この度、一層の協力を宣言するため
の公式契約を交わす運びとなった。2011
年の具体的な計画を含むこの契約は、地
理情報の可視化と利用者のデータ分析
の可能性を広げるという、EEAの目的を
ArcGISで完遂することを再確認したもの
である。これにより、環境データの共有が
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さらに簡単になり、ユーザが欲しい情報に
迅速にアクセスできるようになることが期
待されている。
EEAの事務局長ジャクリーン・マックグ
レード氏は、次のように語る。「この契約
で、Eionetに参画している450の団体が
ArcGIS 10 にアクセスでき、コミュニティの
中でモバイルGISなどの技術開発を行え
るようになります。これは大変喜ばしいこと
です。」

国境を越えたデータ
共有
～環境情報共有シス
テムの今～

EEAはこのほかにも環境情
報共有システム（SEIS）の発
展に力を注いでいる。SEISと
は、誰もが最新の環境GIS
データにアクセスできる仕組

み、概念の総称である。具体的には、洪水
や山火事などの災害発生時に自治体が
速やかな対応をとるためのリアルタイム情
報や、市民が地域の水質を調べたり、災
害危険度を知るためのデータ共有の基
盤となっていて、既に多くの国で導入が始
まっている。
ヨーロッパでは、様々な団体がSEISの基
礎となるサービスを提供している。以下
は、それらの一例である。
● Infrastructure for Spatial 
　Information in Europe (INSPIRE)
● Global Monitoring for
　Environment and Security (GMES)
● Water Information System for 
　Europe (WISE) 

欧州環境庁 事務局長
ジャクリーン・マックグレード氏

本稿は、2010年ArcNews 秋号掲載記事、
"European Union's Environmental map 
Services Move to Cloud", "Migration 
to ArcGIS Server Improves EEA Map 
Services", "ArcGIS for INSPIRE: A 
Collaborative Geospatial Information-
Sharing Solution for the European Union " 
をもとに作成した。
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欧州環境庁（EEA）
国境を越えた環境情報共有をクラウドで実現―欧州環境庁とEsri社の取り組み―

ヨーロッパでは、持続可能な環境づくりのためのGISデータのクラウド利用が一般的になりつつある。

EU諸国の環境情報を、公開型システムで包括的に管理

EEAの公開データの一例：ヨーロッパ中の海水浴場の水質情報や動
向を国別、時系列ごとに調べられる。



● Ozone Web 
● Eye on Earth
● Biodiversity Information System 
　for Europe (BISE) 

目覚ましい進化を遂げているヨーロッパの
SEISは、クラウドコンピューティングへと確
実に推移している。こうしたデータはオフプ
レミスで管理され、要求に応じてインター
ネット経由のサービスとして配信されるの
が一般的になりつつある。
この流れについて、クラウドの支持者で
あるマックグレード氏はこのように述べる。
「新しいサービスを追加する度に、アクセ
ス数が急増し、情報を公開すればするほ
ど、その情報を見たい人が増えているの
が現状です。我々が作成したデータを基
盤に、ユーザが独自のアプリケーションを
作りたいと言い始めるのも、時間の問題で
しょう。」

クラウドGISはデータの格納場所、Webア
プリケーション、一点集中型のコンピュー
ティングサービスを提供する。それは低価
格でいつでも利用可能であり、アプリケー
ションの速度も従来より早く柔軟性があ
るので、ビジネスの持続性も高い。最も重
要なのは、クラウドGISが簡潔でスピード
の速いデータ共有を助け、コミュニティが
活性化することである。
「EEAではクラウドを採用したことで、コス
トが大幅に削減されました。」とマックグ
レード氏は語る。余分な費用や時間の削

減で、EEAのサービスはさらに内容の濃い
ものとなり、高品質で最新の環境データ
の恩恵を受ける、ユーザコミュニティの拡
大を進めるだろう。

ArcGIS for INSPIRE

Esri 社は、SEISの中でもINSPIREとい
うサービスに注目した。INSPIREは、EU
指令公認のインフラストラクチャであり、
EU加盟国の地理空間情報をインター
ネットベースで共有する手段として採用さ
れている。INSPIREは地理空間情報の作
成、共有、利用の基盤となり、ヨーロッパ全
体に影響する問題への最適な政策決定と
運営の手助けとなる。また、公共機関と市
民の情報共有にも活用されている。
このインフラを必要としているヨーロッパ

諸国と団体のために、Esri社はArcGIS 
for INSPIREというエクステンション製品
を開発した。これは既存の地理空間情報
をINSPIREで利用できるSDI形式に変換
するためのソリューションである。本製品
は統合型GISの基盤を提供し、SDIを利用
する際のプロセスを簡素化して、EUの地
理空間情報共有を成功させるために作ら
れた。

ArcGIS for INSPIREで、Esri社はヨー
ロッパのSDIに完全に対応したソリュー

ションを提供する。このソリューション
は伸縮性があり、利用者のみならず
INSPIREデータプロバイダとサービスプ
ロバイダのニーズをサポートする。
本製品は、ArcGISのエクステンションで
あるArcGIS Server Geoportalエクステ
ンションを含み、オープンソースとの互換
性も高いため、拡張性も考慮されている。

おわりに：　
EEAの今後とEsri社への期待

EEAの情報共有システムは日々進化し
ている。ArcIMSで構築していたSEISを
ArcGIS Serverに移行する作業がほぼ
終了し、安定性と開発性が格段に高まっ
た。ArcGIS Serverになってからは、数時
間に3万5千アクセスを受けても何の問題
もない安定性を示した。
現在EEAのGIS部門で一番期待されて
いるのが、ArcGIS Onlineだ。EEAの地
理空間開発プロジェクトメンバであるジャ
ン・ブリキ氏は、それをEEAのインフラに
欠かせない存在だと語る。EEAは毎週の
ように膨大な量のデータを受信している
が、ArcGIS Onlineで整備すれば、それ
らのデータにヨーロッパ中の市民がアク
セスできるようになる。コミュニティーメン
バはテンプレートに独自のデータを書き
込み、ArcGIS Online上にポストできる。
ブリキ氏はこう締めくくった。「ArcGIS 
Onlineはマップサービスを促進するだけ
でなく、今までできなかったマッシュアッ
プを可能にする新しい手段だと認識して
います。そこは世界中のユーザがデータを
共有し、それぞれの環境が発しているメッ
セージを比較する場です。これからの地
理情報共有サービスは、ひとりひとりの持
つ情報を、世界中の人々が再活用できる
ものへと大きく変えていくのです。」
常に発展し続けるEEAのサービスは、今
後の環境対策にどのような影響を与える
のか、世界中の期待がかかっている。
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INSPIREジオポータルのホームページ
http://www.inspire-geoportal.eu/

ArcGIS for INSPIREは、異なる環境で作成され
たデータの国境を越えた共有を図るために、開発
された。(日本国内未対応)


